
 食料生産地域再生のための先端技術展開事業 

先端技術を用いた被災地の農林水産業の復興 
技術革新を通じた成長力のある新たな農林水産業の育成 

◆被災地域では農業生産者が被災しており、一
日も早い地域農業の再生に向け、先端技術を駆
使した新しい農業技術が必要とされる可能性。 
 

◆従来にない規模で先端技術の実証を行い、成
長産業としての新たな農業を提案する必要。 
 

◆震災により激変した海洋生態系を解明し、科学
的知見を活用して漁場や資源の回復を促進する
必要。 

背景 

◆被災地域内に「農業・農村型」「漁業・漁村型」
の研究・実証地区を設定、地域住民と協力しつつ
研究を実施。 
 

◆この際には、既に確立された技術シーズを組
合せ、実用化研究により最適化し、速やかにその
成果を復旧・復興に活用。また最適化された技術
を体系化し、新しい産業としての農林水産業を支
える技術として発信。 

研究方法 

被災地域を新たな食料生産地域として再生するため、先端的な農林水産技術を駆使した
大規模実証研究を実施します。  【Ｈ23年３次補正 ４３０百万円、Ｈ24年当初 ７６４百万円（復興庁計上）】 

対策のポイント 

（Ｈ23年３次補正、Ｈ24年当初） 


